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う
な
』
工
合
に
、
到
底
事
費
上
結
令
し
て
関
係
を
時
間
け
る
事

の
出
来
な
い
都
・
念
を
も
は
相
互
に
結
合
し
て
関
係
を
附
け
る

の
を
い
ふ
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
ご
つ
の
場
合
中
第
一
の

つ
ヴ
ン
ト
し
氏
生
理
的
心
理
卒
所
載
…
場
合
の
や
う
に
、
各
個
の
観
念
性
質
に
於
て
異
常
が
来
る

)
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の

饗

健

精

一

柳

現

象

一

時

に

拡

之

を

幻

雌

写

会

錯

血

%

と

名

け

る

の

で

あ

る

。

叉

第

:
一
二
の
場
令
の
や
う
に
観
念
の
連
絡
結
合
め
異
常
が
来
る
の

瓜
臼
一
日
一
士
れ
込
九
一

0

0

0

0

0

.

0

3

0

0

ォ
ォ
プ
は
五
口
人
の
睡
眠
中

-m
叉
は
催
眠
状
態
中
か
若
く
は
精
神
混

日

0

第
一
意
識
境
髄
精
紳
現
象
と
は
如
何
な
る
宅
一
乱
の
時
か
で
あ
る
。
今
奇
人
は
設
に
此
五
種
の
現
象
邸
L

の

を

謂

あ

か

…

幻

境

、

錯

血

児

~

睦

眠

、

催

眠

、

精

神

混

乱

を

論

b
ょ
う
と
す
る

議
開
精
紳
現
象
と
は
意
識
の
統
一
態
が
通
常
兵
一
一
異
な
っ

t
一
的
J
A
W
J
功
一
二
い
や
設
に
い
ふ
接
穂
精
仲
叩
加
熱
心
一
は
此
骨
骨

時
を
謂
ふ
の
で
あ
る
が
、
葉
怠
識
の
状
態
は
ど
ラ
い
ふ
時
一
を
指
す
の
話
、
あ
る
o

但
し
睡
眠
や
催
眠
や
精
紳
混
乱
の
持

ピ
遮
常
と
異
な
る
か
と
い
ふ
に
、
そ
れ
に
は
大
凡
二
つ
の
一
に
は
戚
情
の
様
子
は
一
種
特
異
に
な

b
、
旦
そ
の
中
に
瑛

。ο
o

o

o

o

o

，

O

‘

v

場
合
、
が
あ
る
。
一
つ
は
各
個
の
観
念
の
性
質
に
於
〈
異
常
は
れ
る
各
個
の
概
念
は
常
に
幻
媛
、
錯
魔
の
性
質
を
帯
び

が
来
る
場
令
で
あ
っ
て
、
例
へ
ば
何
活
費
物
，
が
な
い
の
に
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
鼓
仁
、
は
先
づ
幻
境
、
錯
援
が
ち
説

柿
の
形
が
見
え
北

b
、
叉
拡
干
し
く
あ
る
浴
衣
が
妖
怪
仁
明
し
始
め
よ
う
。

見
え
た
'
り
す
る
や
う
な
場
合

r

で

あ

る

一

一

つ

は

各

個

の

親

・

第

一

幻

蟻

3

3

0

0

0

0
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・

P

O

-

0

0
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0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

念
を
漣
絡
結
令
す
る
仕
方
が
逝
常
と
異
な
る
と
い
ふ
や
と
ノ
幻
議
と
は
以
、
前
に
伺
師
、
党
事
の
あ
る
概
念
を
ば
侭
等
ゆ

f
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な
場
合
で
あ
る
。
例
ヘ
ば
数
年
前
に
死
ん
だ
人
が
今
設
に
ゆ
界
の
刺
激
な
く
し
て
再
ば
想
び
起
し
、
斯
て
宛
ら
安
物

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

o

h
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出
て
来
て
数
百
里
を
隔
て
食
人
と
封
諮
を
す
る
と
い
ふ
ゃ
に
接
す
る
様
な
必
持
を
な
す
の
を
い
ふ
の
で
あ
る
。
従
つ

河川一講

90 

日
本
岡
家
と
一
五
ー
ふ
考
ば
が
よ
り
で
な
く
世
界
全
般
の
利
盆
の

潟
仁
、
ヱ
ス
ペ
ラ
シ
ド

ι云
ふ
や
う
な
言
葉
を
理
想
と
し

て
~
各
一
間
民
の
言
葉
が
共
通
に
な
る
方
が
幸
一
臓
で
あ
ら
う

と
信
b
て
ほ
治
る
、
突
飛
な
'
考
で
理
想
で
あ
る
と
吉
ヘ
ば
理

想
で
あ
る
が
、
突
飛
で
あ
る
と
云
っ
て
引
込
ん
で
居
つ
柁

な
ち
ば
い
つ
の
日
が
彼
岸
に
建
ず
る
乙
と
が
出
来
ゃ
う

ラ

O、
要
す
る
仁
今
日
私
は
諸
君
に
御
梼
究
を
願
び
た
い
の
は

家
屋
の
問
題
、
家
族
の
生
活
と
一
五
ふ
問
題
で
あ
っ
て
、
今

日
直
下
ヤ
生
計
ず
ら
立
花
ぬ
中
に
別
屈
を
な

3
い
E
ζ

御
勧
告

す
る
諜
で
が
予
何
で
宅
な
い
、
世
間
の
放
態
、
一
家
の
経
街
、

各
種
の
問
題
が
あ
る
し
、
叉
今
日
の
日
本
人
は
西
洋
人
の

知
ら
含
る
家
校
生
活
の
図
録
と
一
五
ふ
替
の
を
染
み
得
る
状

態
で
あ
る
が
、
是
ザ
水
く
讃
を
得
る
か
ど
う
が
と
一
五
ふ
乙

と
に
考
ヘ
及
ん
だ
な
ら
ば
、
仰
が
此
際
仁
所
謂
特
殊
の
方

泌
を
用
ゐ
る
か
、
在
来
の
主
義
を
関
守
す
る
か
、
日
延
等
が

所
澗
附
諸
君
の
御
研
究
を
願
ぴ
柁
い
所
以
で
あ
る
、
唯
だ
私

は
今
日
の
日
本
人
と
云
ふ
者
は
西
洋
人
に
比
し
て
審
命
の

短
い
乙
と
号
事
費
で
あ
る
、
生
産
時
期
の
短
い
乙
と
号
事

ι 
ι ，、.

r 

霊長

室柔
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雑

'

銭

四
五
八

貴
で
あ
る
、
牝
短
い
生
産
時
期
に
於
て
確
に
吾
々
は
傑
計

な
持
を
を
使
ぴ
傍
カ
を
使
っ
て
ほ
刷
る
と
一
五
ふ

ζze事
費

で
あ
る
、
而
港
中
に
は
一
積
極
に
不
綬
線
開
な
が
ら
も
勢
力
を

使
以
持
を
使
っ
て
居
る
者
仁
謝
し
て
下
業
構
利
、
宮
と
云

ふ
習
の
を
治
し
て
一
掛
か
る
と
云
ふ
漣
中
が
非
常
に
多
い
と

云
ふ
祇
舎
状
態
に
あ
る
と
云
ふ
乙
と
号
事
費
で
あ
ら
う
、

是
は
栴
究
と
一
お
ふ
問
題
の
外
で
、
ど
う
か
五
吾
、
々
御
同
様
仁

せ
め
〈
は
一
本
立
に
な
れ
ば
親
に
も
迷
惑
を
掛
け
ぬ
、
友

人
一
に
活
迷
惑
を
掛
け
ぬ
、
少
く
と

g
自
分
は
自
分
だ
け
の

カ
モ
立
つ
で
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
、
だ
け
に
、
せ
め
て

御
一
互
び
だ
け
で
唱
な
っ
北
な
ら
ば
、
日
本
の
翁
に
設
す
る

乙
之
は
甚
だ
少
ぐ
は
な
い
、
だ
ら
う
と
思
ふ
、
を
く
大
雑
杯

豆
一
環
献
で
あ
f

り
ま
す
が
之
で
御
菟
を
蒙
b
ま
す
。

ハ
大
月
十
λ
日
於
理
財
型
合
田
大
曾
女
賛
在
記
者
〉

句内
》、¢

四
五
九
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問
決
。

て
此
際
恕
ぴ
起

3
れ
ー
吠
一
概
念
は
遜
崎
市
の
場
合
に
恕
ぴ
起

3

T

V
ゆ
一
い
や
や
や
4
W
1
ぃ、，
D

訟
ル
徐
ぷ
ι忠
一
段
払
バ

-P

れ
化
概
念
と
唯
其
の
強
度
の
紡
仁
川
於
て
異
な
る
計

b
で
あ
牲
を
高
め
次
に
刺
'
砂
ゐ
わ
か
い
ふ
か
か
山
中
J
N

か
除
に
な
か

る
o

例
ヘ
ば
以
前
紅
葉
を
見

-r事
が
あ
っ
て
今
共
を
想
以
)
が
わ
か
わ
か
o

幻
捷
綜
種
々
の
戚
凪
寛
仁
於
て
起
る
o

業
尤

起
す
な
ら
ば
、
そ
れ
は
躍
に
普
通
の
観
念
を
恕
び
起
し
セ
一
も
藤
一
々
.
起
る
は
腕
魔
の
範
闘
に
於
て
い
草
あ
っ
て
、
此
場
令

の
で
あ
る
が
、
併
し
業
観
念
の
度
が
甚
だ
強
〈
な
っ
て
賢
一
に
は
種
々
の
幻
像
を
見
る
の
マ
あ
る
。
次
仁
之
は
聴
援
の

際
紅
葉
を
ま
の
あ
党
り
見
る
や
う
な
必
持
仁
な
る
事
、
が
あ
一
一
範
幽
仁
於
て
い
晶
あ
る
い
鱗
費
や
腺
鹿
児
や
、
味
箆
仁
一
於
て
起
る

る
o

そ
れ
は
邸
も
幻
脱
却
を
な
し
北
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
一
一
一
事
は
認
め
て
稀
で
あ
る
c

此
等
鰯
費
、
脱
畳
、
味
摺
仁
…
闘
す

。。一一

都
市
『
バ
J
J

ル
バ
枇
や
う
な
幻
強
は
起
る
か
と
い
ふ
仁
、
ぞ
れ
一
汽
幻
売
は
通
常
大
胞
の
良
質
が
甚
だ
し
く
疾
患
仁
桜
つ
な

t

t

ι

〈

〈

〈

0

0

0

0

0

o

p

'
に
は
大
凡
三
づ
の
原
因
が
み
る
、
第
一
に
は
大
勝
の
膜
や
一
時
に
生
ホ
ノ
る
税
捻
や
踏
郎
副
犯
の
幻
像
に
倖
ラ
て
起
γ
心
の
で
あ

皮
質
仁
充
血
が
来
る
と
い
ふ
F

と
で
み
っ
て
、
第
二
に
は
1

モ
…
る
o

例
へ
ば
控
仁
あ
λ
リ
悲
し
な
い
松
茸
が
貯
え
て
そ
れ
が

m

O

‘。

ル
ヒ
ネ
し
と
か
寸
ア
ル
コ
ー
ル
」
と
わ
っ
エ
ー
テ
ル
し
と
か
「
グ
一
よ
い
香
を
放
っ

t
b叉
よ
い
味
を
奥
ヘ
b
k
E
F
」
思
う
て
見
な

~

0

0

.

0

 

ロ
ロ
ホ
ル
ム
し
と
か
い
ふ
や
う
な
有
毒
物
質
が
影
響
を
及
プ
夕
、
叉
は
3
は
b
の
良
い
蒲
簡
の
上
仁
坐
っ
て
微
妙
な
品
目

可

O

ぼ
す
事
で
あ
っ
て
、
第
一
一
一
に
は
替
養
獄
態
、
が
甚
だ
し
く
鐙
一
線
を
聴
い
食
'
り
す
る
と
芯
ふ
げ
や
う
な
時
で
あ
る
。
之
仁
一
氏

化
し
大
か
叉
は
繕
養
が
全
然
快
乏
ず
る
や
ヲ
仁
な
つ
文
が
一
し
親
箆
や
聴
魔
上
の
幻
擦
は
濁
立
し
て
起
る
。
而
し
て
幻

潟
め
に
来
る
所
の
脳
憾
の
貧
血
.
で
あ
る
。
此
等
一
一
一
個
の
原
一
費
以
叉
此
腕
鹿
児
、
聴
箆
仁
於
て
通
常
多
く
起
る
の
で
あ
る

闘
は
就
れ
宅
そ
れ
よ
¥
相
異
な
る
の
で
あ
る
が
、
而
刃
も
そ
一
…
炉
、
何
故
仁
此
の
如
〈
な
』
ハ
ノ
、
而
し
て
あ
よ
り
吋
も
せ
ぬ
も
の

れ
が
均
し
く
幻
魔
と
い
ふ
同
一
の
結
果
を
来
、
す
の
は
ど
う
~
へ
が
見
え
花
ιり
問
と
え

tsり
す
る
や
う
仁
な
る
か
と
一
五
ふ
仁

、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘

い
ふ
鐸
で
あ
る
か
と
い
ふ
仁
、
そ
れ
は
此
等
の
原
因
の
魚
葉
原
因
は
剣
然
分
ら
ぬ
。
併
し
之
仁
就
き
叉
多
少
分
っ
て

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
、
、
、
、
，
、

め
に
本
来
多
血
，
で
あ
る
所
の
大
脳
の
良
質
仁
於
て
組
織
の
居
る
事
活
あ
る
1

1

ぞ
れ
は
・
長
い
間
関
閑
静
な
一
一
室
に
託
然
と

雑

、

総

、
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、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

J

、
、
、
、
、
、

・化
J
ヘ
ぷ
市
可

W
E
川
嶋
崎
，
v~
の
引
白
川
~
J
V
J
鳴
り
げ
、
.
叫
ゆ
嘩
寸
間
判
パ
ー
、
巾
る
。
濁
逃
.
の
生
理
皐
者
の
つ
へ
シ
レ
」
や
叉
解
剖
皐
者
の

角
川

L
3
1
J
W
A
W
W
，
ル
巾
J

川
い
呪
時
中
…
判
中
ト
口
市
巾
…
判
噌
り
，
円
、
A
W
叫
一
寸
マ
イ
ア

l
し
は
日
中
仁
研
究
し
て
居
つ
北
国
側
微
鏡
上
の
物

よ
」
捌
捻
上
の
幻
一
世
刻
、
が
匙
'
り
、
積
々
の
物
が
見
え
る
と
い
ふ
円
燥
を
ば
夜
に
な
っ
て
暗
い
所
で
も
十
分
鮮
明
に
見
北
と
い

、、
f

、

y

v

や
う
に
な
る
小
川
内
ゆ
ゆ

ρ
d
J明
吻
櫛
咋
M
岨
油
一
点
嘩
パ
ゆ
…
ふ
事
で
あ
る
o

此
等
の
理
由
で
あ
る
か
ら
次
の
噂
安
川
河
説

け
九
州
ゅ
は
い
皆
様
制
強
州
場
パ
峨
鳴
パ
ル
パ
唱
パ
マ
ぺ
い
れ
ふ
事
一
明
叶
ゆ
泊
ゆ
fmょ
河
川

n

い
甘
く
、
あ
し
な
べ
て
秘
婚
に
於
十

は
戚
質
の
中
枢
の
興
奮
性
を
高
め
る
か
ら
で
あ
る
。
郎
長
一
・
幻
費
以
尤
唱
頻
繁
に
起
る
o

何
と
な
れ
ば
税
強
は
過
度
に

く
一
品
目
を
悶
が
な
い
で
居
る
之
繭
削
減
中
枢
の
興
奮
性
が
自
然
一
刺
激
せ
ら
れ
℃
其
中
瓶
部
の
興
奮
性
を
允
笠
口
同
め
易
い
が

之
高
・
2
1り
、
叉
長
く
物
を
見
な
い
だ
居
る
F

乙
一
腕
組
%
中
枢
の
プ
り
で
あ
る
G

此
際
叉
網
膜
仁
於
て
興
奮
が
強
く
婚
す
事
活

興
奮
性
、
が
自
然
に
高
ま
る
に
由
る
の
で
あ
る
Q
3
れい
ζ

叉
一
影
響
&
及
ぼ
す
の
で
あ
る
。
此
紡
か
ら
い
ふ
と
網
膜
と
い

0

0

0

0

0

0

0

0
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0
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哨
一
恨
坊
は
J

明
ゆ
嶋
崎
鴇
官
を
過
度
に
刺
激
し
て
も
・
同
一
一
の
…
ふ
一
唱
の
は
末
端
に
置
か
れ
文
中
桓
部
と
い
ふ
て
宅
よ
い
の

‘
結
果
が
来
る
の
で
あ
る
。
例
ヘ
ば
書
家
が
引
緩
い
て
物
を
一
で
あ
る
O

此
壮
一
ず
の
事
情
の
翁
め
に
弱
い
幻
像
は
か
の
同
恕
'

見
詰
め
て
居
っ
て
実
を
や
め
る
と
い
ふ
と
、
腕
組
児
中
枢
、
が
一
表
象
印
も
恕
び
出
し
柁
観
念
と
同
様
に
、
眼
を
間
科
り
る
と

温
度
に
興
奮
3
れ
る
が
ち
何
唱
な
い
持
で
芯
種
々
の
替
の
一
い
ふ
と
、
よ

6
邦
明
に
な
L
り
、
此
反
野
に
限
を
開
く
か
叉
は

を
見
る
や
う
な
必
持
が
し
、
一
音
楽
家
が
一
品
目
換
を
長
く
聴
い
一
日
中
の
光
線
の
所
に
出
る
と
み
一
然
消
失
し
て
し
ま
ふ
の
で

て
居
っ
て
そ
れ
を
中
絶
す
る
i
し
費
際
叉
音
楽
を
聴
く
や
う
一
あ
る
。
之
に
局
す
る
現
象
は
地
日
遜
健
全
な
精
神
を
有
す
る

な
戚
ヒ
を
起
す
や
う
な
需
の
で
あ
る
o
否
向
一
の
事
物
を
…
唱
の
が
寝
入

b
前
か
叉
は
暗
い
所
で
見
る
幻
像
ー
で
あ
る
。

0

0

0

0

~

 

引
裁
い
て
長
〈
戚
血
却
し
で
居
つ
大
後
は
臭
事
物
其
宅
の
-h

，
此
の
如
を
時
に
見
る
所
の
唱
の
拡
時
仁
よ
る
と
非
常
に
強

観
念
拡
甚
だ
活
路
鮮
明
仁
な
っ
て
幻
捷
に
建
し
、
安
際
共
い
同
総
表
象
で
あ
る
事
も
あ
れ
ば
、
叉
時
に
よ
る
と
形
ゃ

を
見
文

6
悶
い
北
'
り
す
る
や
う
な
戚
を
起
3
せ
る
事
が
あ
色
な
ど
が
絶
え
歩
幾
は
る
所
の
取
留
め
宅
な
い
形
憾
で
あ

雑

鈴t

岡
大
]



雑

総，

9-1;: 

る
事
活
あ
ぷ
。
併
し
此
の
如
く
種
々
の
刃
も
の
を
見
北
t

り
す

る
の
は
意
志
の
作
用
と
関
係
す
'
る
と
い
ふ
諜
で
は
な
い
。

場
合
に
よ
る
と
此
際
主
初
い
聴
鹿
児
的
刺
滋
宅
一
所
に
な
っ

て
働
く
事
あ
れ
ば
、
叉
此
刺
激
が
濁
立
し
て
働
く
事
唱
あ

る
。
例
ヘ
ば
個
々
の
女
字
と
が
語
と
か
皆
大
概
は
何
等
の

迷
絡
な
し
に
婚
に
綴
入
ら
う
と
す
る
所
の
川
市
の
、
耳
仁
響

〈
が
如
を
で
あ
る
。
此
等
の
一
品
目
は
急
速
仁
漣
綴
し
て
間
乙

え
北
t
リ
、
時
に
よ
る
と
宛
ら
漸
次
に
遠
く
な
る
所
の
場
所

e

が
ち
来
る
か
の
や
う
仁
漸
次
に
不
明
瞭
に
な
る
事
が
も
あ
る

此
の
如
く
漸
次
に
不
明
瞭
に
な
れ
ば
通
常
は
安
際
の
眼
t
リ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

仁
移
A
リ
行
く
の
時
で
あ
る
。
察
す
る
所
此
の
如
く
迂
常
健

、
、
、
、
、
、
、
、
、
一
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

P

、

会
な
時
に
於
て
宅
幻
像
が
生
・
ず
る
の
は
吾
人
の
戚
費
器
官

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

特
に
目
な
ど
が
些
少
な
が
ら
も
絶
え
す
興
奮
状
態
に
あ
る

、
、
、
、
、
、

か
ら
で
あ
ら
う
。
折
仁
よ
A

リ
て
は
五
日
人
が
目
を
閉
和
り
る
と

い
ふ
と
暗
い
税
界
を
生
b
て
些
少
の
光
線
が
幾
ム
リ
業
惑
っ

北
些
少
の
光
線
其
が
も
の
が
直
接
仁
幻
像
を
生
廿
し
め
る
事

，
が
あ
る
。
併
し
か
う
な
る
と
い
ふ
と
、
之
は
最
早
幻
強
の
範

閣
を
脱
し
て
錯
脱
却
の
範
国
仁
一
周
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
J

、
、
-
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

但
し
大
脳
の
皮
質
に
於
け
る
戚
強
中
枢
の
興
奮
扶
態
仁

95 

作
用
に
よ
っ
て
網
膜
に
迄
宅
建
ず
る
の
で
あ
る
。
明
る
い

日
中
に
直
観
的
表
象
例
ヘ
ば
粟
と
か
林
檎
と
か
の
観
念
を

ば
脱
礎
的
幻
像
と
混
合
し
て
宛
ら
栗
や
林
檎
の
貨
物
を
見

る
や
う
な
必
持
を

3
せ
る
の
唱
之
と
同
一
理
に
基
く
と
鍛

定
し
得
る
の
で
あ
る
。
叉
よ
L
リ
強
い
幻
像
は
目
を
運
動
せ

し
め
る
と
い
ふ
と
窓
問
に
於
て
業
位
置
を
銭
安
る
事
、
が
麗

あ
る
。
之
拡
幻
像
を
生
ホ
ノ
る
所
の
者
の
様
子
か
ら
し
て
明

瞭
に
断
定
す
る
事
が
出
来
ゐ
o-
例
ヘ
ば
馬
の
幻
像
を
起
し

文
唱
の
は
右
か
ら
左
と
か
叉
-
は
左
か
ら
右
之
が
仁
目
を
動

か
し
て
其
烏
の
進
行
す
る
の
仁
附
い
て
行
ぐ
や
う
な
様
子

を
な
す
の
で
あ
る
。
践
は
叉
此
の
幻
魔
者
ね
業
脱
線
を
向

け
る
所
の
か
し
乙
や
設
に
火
と
か
人
間
と
か
道
以
来
る
所

の
動
物
と
か
を
見
る
の
で
あ
る
。
他
の
場
合
に
於
て
は
幻

像
紘
一
定
の
場
所
に
固
定
し
て
居
る
官
す
が
あ
る
。

3
れ
ど

此
時
仁
於
て
は
外
界
の
血
児
官
約
印
象
を
ば
想
像
で
以
て
異

様
に
銭
形
し
、
か
く
て
闘
有
の
錯
血
児
其
川
も
の
を
な
し
大
の

で
あ
る
。
幻
像
の
中
で
限
を
動
か
し
て
電
業
位
置
を
盤
廿

な
い
も
の
は
唯
暗
い
腕
界
に
於
て
後
生
し
而
し
て
強
3
仁

於
て
拡
通
常
の
部
像
表
象
仁
少
し
く
勝
6

0

且
つ
恐
ら
く

雑

録

回
大
コ

、
、
、
'
、
、
齢
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、

し
て
高
度
に
達
す
る
な
ら
ば
幻
費
以
掲
ihJ
暗
い
所
と
か
目

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
r

、
、
、
、
、
、

を
閉
ぢ
柱
時
と
ー
か
叉
は
静
な
夜
と
か
に
起
る
計
t
リ
で
な
く

、
、
、
、
、
、
‘
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

更
に
日
中
の
光
線
路
十
分
に
ゐ
っ
て
、
諸
積
の
さ
わ
ノ
¥

、
、
、
、
、
、
、
、
畑
、
、
、
、
、
、
司
、
、
、
、
、
、
、

じ
て
居
る
一
品
目
は
問
ζ

え
る
と
い
ふ
や
う
な
時
に
au
起
る
の

が
か
か
o
今
や
幻
費
者
は
其
幻
魔
的
表
象
的
却
も
m
早
仁
精
…
料

中
に
起
づ
セ
観
念
を
ば
現
賓
の
魔
官
的
印
象
i
r

」
混
令
し
、

ど
れ
が
単
純
な
観
念
で
ど
れ
が
鼠
ハ
の
安
物
で
あ
る
か
容
易

仁
爾
者
を
区
別
す
る
事
が
出
来
な
い
ゃ
う
仁
な
る
。

3
れ

と
大
踏
の
皮
質
の
興
奮
扶
態
に
し
て
議
仁
其
度
で
電
続
安

る
な
ら
ば
、
業
幻
像
は
漸
次
仁
薄
く
な
っ
て
遂
に
は
消
失

す
る
。
一

1.ニ
コ
フ
イ
し
は
管
て
此
種
の
幻
魔
を
旭
し
セ
の
で

あ
る
が
、
彼
れ
は
叉
他
の
場
合
仁
於
て
は
弱
い
幻
像
を
ば

日
を
閉
ぢ
食
時
の
み
に
見
、
而
し
て
目
を
明
け
る
や
否
や

直
に
業
が
消
失
す
る
と
い
ふ
様
な
目
仁
出
逢
つ
な
乙
と
活

占
め
る
と
い
ふ
事
で
あ
る
0
1
ミ
ユ
ラ

i
し
や
寸
マ
イ
ヤ
i
し
の

い
ふ
所
仁
よ
る
と
、
銭
入
ん

J

前
ド
ド
生
中
J

る
所
の
税
境
的
幻

像
英
宅
の
宅
時
と
す
る
と
甚
だ
活
磯
に
な
っ
て
残
像
を
生

ヂ
る
事
が
あ
る
。
此
の
如
を
場
合
仁
於
て
は
刺
激
と
い
ふ

告
の
は
腕
戚
魔
の
中
艇
部
よ
よ
り
し
て
議
必
的
仁
親
神
経
の

は
末
端
神
経
の
共
働
ず
る
事
な
し
に
起
る
所
の
允
宅
弱
い

幻
像
で
あ
る
。
此
種
の
幻
像
乙
ぞ
同
想
表
象
と
同
様
に

J

眼
を
動
か
し
て
が
も
何
等
の
影
響
を
被
ら
な
い
の
で
あ
る
。

幻
堕
が
腕
組
郊
に
関
し
て
超
る
わ
叉
は
藤
義
仁
関
し
て
起

0

0

 

る
か
は
疑
M

も
な
く
一
英
興
奮
せ
ら
る
い
中
掘
の
場
所
に
よ

0

0

0

0

0

3

0

 

っ
て
定
ま
る
。
二
億
叉
此
際
に
於
け
る
刺
激
の
強
弱
の
度

業
活
の
唱
其
幻
像
の
性
質
仁
劃
し
て
影
響
を
及
ぼ
す
の
で

0

0

0

0

 

あ
る
。
郎
・
も
其
興
奮
放
態
に
し
て
允
活
強
く
あ
る
な
ら
ば

業
時
仁
は
鮮
明
仁
輝
く
所
の
腕
魔
的
幻
像
か
叉
は
・
耳
を
聾

せ
ん
計
L
リ
の
一
官
邸
時
b
聴
意
的
幻
像
、
わ
が
生
命
y
る
の
で
あ

る
。
か
の
幻
覚
を
起
す
所
り
病
人
が
何
時
で
唱
赫
々
炎
々

な
る
火
と
か
売
と
か
を
見
る
の
活
基
・
一
覚
此
越
仁
基
く
の
で

あ
る
。
山
、
c
は
い
ふ
"
も
の
、
、
幻
像
の
性
質
は
か
の
同
恕
表

、j0
0

0

1

0

c

o

o

品
識
と
同
様
仁
、
一
ニ
各
個
人
の
観
念
櫛
合
の
戒
態
仁
ょ
っ
一
、

活
大
に
異
な
る
の
で
ゐ
る
。
此
読
掠
仁
は
精
瀞
病
者
の
幻

鹿
児
は
常
に
是
迄
の
生
活
に
於
て
生
b
大
所
ゆ
概
念
や
其
戚

情
的
傾
向
と
筏
接
仁
関
連
す
る
の
で
あ
る
。
例
ヘ
ば
宗
教

家
の
幻
魔
紘
基
督
や
天
使
や
護
者
と
安
際
ず
る
や
う
な
戚

b
を
起
3
し
め
一
、
迫
害
妄
想
仁
悩
み
居
る
愛
欝
家
紋
彼
れ

回大}一一



を
誹
読
し
花
し
よ
り
叉
は
彼
れ
に
治
容
を
加
ヘ
よ
う
と
叫
ん
だ
怨
一
が
段
に
費
生
し
て
居
っ
て
そ
れ
が
幻
像
の
構
成
を
支
配

人
ソ
ず
る
所
の
活
の
h
h

墜
を
聞
く
の
で
あ
る
。
之
は
取
'
り
電
じ
而
し
て
某
妄
想
に
一
致
す
る
や
う
な
幻
像
を
護
生
せ
し

直
3
安
幻
憶
が
其
卒
素
川
想
像
表
象
と
密
接
に
関
連
す
る
、
な
ふ
ゃ
う
仁
な
っ
て
一
必
る
場
令
に
於
て
は
~
該
幻
像
以
復

の
を
示
す
の
で
あ
る
。
四
多
の
場
合
に
於
て
は
幻
m
%
の
最
一
斑
作
用
よ
t

り
し
て
.
議
生
ず
る
の
寸
あ
る
。
但
し
此
場
合
に

G

o

o

f

-

F

 

廷
の
原
闘
は
復
現
作
用
に
あ
る
乙
と
が
あ
る
。
印
も
意
誠
一
強
官
的
印
象
が
興
奪
者
と
な
っ
花
な
ら
、
そ
れ
は
無
論
錯

中
仁
凶
作
出
ず
る
事
が
出
来
る
所
の
数
多
の
表
象
中
の
敦
れ
…
鎗
仁
白
濁
す
る
の
ぜ
あ
る
?

v

o

o

o

-

0

3

3

 

hv

一
一
が
聯
悠
の
法
則
に
基
い
て
喚
起
せ
ら
れ
食
ん
支
は
五
一
‘
わ
や
う
な
次
第
で
あ
る
か
ら
、
幻
魔
と
い
計
十
の
は
十

f

t

F

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

町

0

0

3

0

3

3

〉

種
々
の
概
念
を
材
料
と
し
て
宛
ら
正
常
人
の
想
像
作
用
に
…
中
の
八
九
は
戚
認
の
中
極
部
が
葉
興
奮
性
貯
増
レ
わ
狩
じ

円

0

0

0

0

0

0

於
け
る
や
う
に
新
奇
な
表
象
が
緋
成
せ
ら
れ
花
・
9
ず
る
事
…
起
る
の
で
み
る
。
之
は
精
神
的
に
健
全
な
者
や
叉
は
そ
れ

い

3
れ
ど
幻
費
者
共
人
か
ら
い
ふ
と
此
種
の
現
象
は
戚
血
児
ル
る
。
通
常
多
少
の
紙
製
化
が
戚
強
の
中
極
部
に
於
て
蔓
越
す

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

v

の
中
極
部
、
が
其
興
奮
牲
を
増
進
し
大
仁
由
る
の
で
あ
る
。
一
時
''?ζ
い
ふ
と
設
仁
一
定
の
幻
像
を
後
生
せ
し
り
ぺ
を
傾
向

叢
し
此
中
枢
部
の
興
奮
牲
が
一
局
、
ま
1

り
居
る
と
い
ふ
と
、
生
一
一
が
生
、
一
帯
ノ
る
。
併
し
此
傾
向
が
そ
れ

λ
¥特
殊
な
形
式
仁
於

理
上
の
刺
激
は
異
常
な
強
度
に
建
し
、
か
く
て
饗
生
し
士
一
て
夜
明
抗
す
る
の
は
一
に
は
何
壮
一
す
か
の
勝
利
ω
が
沌
る
仁
出
る

幻
像
を
し
て
貨
物
の
や
う
に
芯
は
せ

k
b。
叉
は
之
に
近
ヤ
事
対
も
あ
る
し
、
叉
一
・
に
は
外
界
の
魔
官
的
印
象
の
・
来
る
仁

い
や
う
に
な
ら
し
め
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
か
の
精
紳
病
で
由
ッ
0.
古
学
も
あ
る
し
、
叉
時
と
す
る
と
此
爾
原
因
却
も
聯
想

の
初
期
に
於
て
起
っ
て
共
安
草
に
同
想
表
象
が
異
常
に
強
で
よ
」
魔
官
的
印
象
と
の
共
に
存
ず
る
よ
'
り
し
て
来
る
事
も
あ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

く
な
っ
花
に
過
ぎ
な
い
け
れ
ど
そ
れ
を
貨
物
と
思
ふ
ゃ
う
ぷ
。
此
の
如
く
幻
費
拡
種
々
の
原
因
共
仁
働
く
よ

6
し
て

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

な
場
令
は
皐
一
靖
之
に
回
附
す
る
の
で
あ
る
。
併
し
一
定
の
妥
起
る
の
で
あ
る
か
ら
、
之
は
一
方
に
於
て
は
想
像
表
象
と

雑

終d

四
六
四

一且

!
、
，
、
.
、
.
、
.
、
、
、
.
、
、
.
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
也
、
、
.
、
、

制
収
し
他
方
に
於
て
錯
提
唱
密
接
な
関
係
に
立
つ
の
で
あ
直
伝
そ
れ
が
刺
激
と
な
る
の
で
あ
る
べ
之
と
同
様
な
事

る
。
殊
仁
幻
健
之
錯
強
と
の
区
別
に
歪
つ
て
は
甚
だ
悶
難
は
戚
強
一
の
中
編
部
仁
於
て
号
越
る
の
で
あ
る
o

か
の
病
人

で
あ
る
ι
仰
と
な
れ
ば
幻
血
泌
が
生
本
ノ
る
の
は
中
前
倒
部
が
劣
ニ
が
一
定
の
聯
総
上
の
閥
係
な
L
に
、
火
姶
と
か
又
は
ω
仙波

大
の
興
奮
3
れ
文
仁
由
る
の
で
あ
る
が
、
併
し
此
の
如
く
一
に
動
く
所
の
物
館
仁
、
ょ
・
9
図
ま
れ
た
や
う
な
戚
b
を
越
し

中
枢
部
が
多
大
仁
川
興
奮
コ
れ
て
居
る
F
t
叉
錯
強
苦
起
る
や
一
文
b

o

叉
は
絶
え
本
'
'
浪
雑
し
文
一
音
響
を
聴
い
た
』
り
す
る
や

う
に
な
る
か
ら
で
あ
る
o

印
ち
一
度
此
の
如
く
興
奮
3
れ
…
う
な
允
芯
強
い
幻
像
を
生
や
ノ
る
の
は
此
種
の
原
始
的
刺
激

る
と
い
ふ
と
外
界
の
強
官
的
印
象
か
ら
幻
像
が
生
-JF
る
車
、
一
わ
ら
起
ゥ

t
z認
ひ
べ
く
み
る
の
で
あ
る
。

1
0
れ
ど
此
の

唱
あ
れ
ば
叉
裳
印
象
が
な
く
し
て
単
に
復
現
的
表
象
わ
ら
一
如
を
は
是
甚
だ
稀
に
起
る
と
い
ふ
や
う
な
除
一
和
初
…
ゆ
か
で

も
そ
れ
が
構
成
ス
れ
る
事
活
あ
る
の
で
あ
る
o

此
時
C
M
P
一
あ
る
o

め
一
三
い
か
府
知
市
か
か
恥
ん
わ
除
勧
倒
的
A
I
ひ

b
h岳
山
小
川
駅

雨
者
は
密
接
に
混
合
す
る
O

異
故
以
錯
飽
%
の
場
令
に
於
て
一
わ
め
か
間
約
一
ぃ
、
恥
い
れ
あ
か
恥
ド
い
め
れ
小
野
小
ト
i
v
h
N

外
界
の
強
位
的
印
象
に
封
し
て
附
加
せ
ら
れ
る
所
の
も
の
一
あ
や
か
は
い
わ
J

ぃ
J
L
r
o
か
い
?
か
ん
や
砕
い
わ
か
働
い
・
小
忘
い

ほ
ん
て
復
現
コ
れ
な
材
料
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
o

此
放
に
~
砂
か
所
か
乱
貯
・
や
仏
附
恥
余
ト
い
い
'
h
I
b

和
め
か
ん
い
わ
い
川
島
野
'
い
か

雨
者
の
随
別
は
次
の
如
く
簡
は
ね
ば
な
ら
ぬ
o

国
有
の
幻
か
か
わ
や
か
わ
か
か
わ
レ
ル
ル
砂
わ
仏
V
I
P
-
P
か
か
い
か
小

成
%
は
運
動
三
共
に
其
位
置
を
箆
b
、
而
し
て
一
定
の
外
界
か
か
や
か
か
o

の
強
{
目
的
印
象
に
回
著
し
な
い
O

然

る

に

錯

四

%

に

於

て

は

一

第

二

錯

兜

が
き
で
な
く
て
外
界
の
強
官
的
印
象
と
い
ふ
も
の
が
通
常
(
和
野
れ
や
伽
恥
ふ
い
弘
知
や
か
恥
か
い
か
切
か
か
和
一
除
ゃ
ん
F

幻
像
の
確
周
た
る
位
置
を
定
め
、
が
く
ず
ど
の
港
仁
妖
肢
か
秘
必
が
い
い
れ
い
…
…
が
併
の
が
れ
o

而
し
て
設
に
は
此

が
足
る
t
ζ

一
五
ふ
様
に
す
る
の
め
で
あ
る
0
3
れ
ど
末
端
神
経
の
如
く
錯
強
の
意
義
を
確
定
す
る
か
ら
、
か
の
五
常
な
構

に
於
て
興
容
で
苦
増
進
し
一
定
の
皮
に
達
す
る
と
い
ふ
と
造
官
能
を
有
す
る
所
の
戚
箆
器
官
に
於
て
生
み
や
ノ
る
錯
設
の

図
式
活
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如
一
き
は
設
に
計
入
し
な
い
の
で
あ
る
o

此
の
如
き
錯
魔
と
で
あ
る
o

例
ぺ
ば
錯
強
者
は
戸
を
叩
く
音
を
、
ば
雷
の
響
と

は
、
例
へ
ば
目
に
於
て
誰
し
弓
な
す
所
の
説
つ
文
測
定
、
・
即
・
思
っ
た

J

り
'
、
風
の

313
や
き
を
ば
天
の
音
幾
と
解
し
大
t
リ

も
同
一
の
長
当
で
も
議
忍
・
・
・
線
は
長
く
見
え
、
垂
直
線
は
短
-
一
ず
る
や
う
な
者
で
あ
必
。
彼
れ
仁
取
っ
て
は
雲
と
か
岩

t

〈
見
え
る
と
い
ふ
事
や
、
叉
封
一
照
3
れ
北
が
潟
め
に
生
命
y
一
か
樹
木
と
か
は
奇
異
な
形
仁
一
見
え
、
そ
乙
ら
乞
通
過
す
る

る
色
の
援
ル
刊
の
や
う
な
も
の
で
あ
る
o

錯
魔
仁
一
於
け
る
級
一
所
の
人
間
は
彼
れ
を
脱
み
付
け

t
b叉
は
し
か
み
づ
ら
を

本
的
の
精
紳
物
理
的
特
徴
は
除
伽
和
船

(γ

ツ
グ
ミ
ご
ア
チ
一
錯
し
セ

b
す
る
や
う
に
思
は
れ
、
其
談
話
川
市
哨
↓
U
J
叱
俳
傍

オ
ン
)
と
い
ふ
唱
の
マ
あ
る
o

部
ψ

り
或
ゐ
一
つ
の
も
の
を
プ
ヴ
笠
清
ゆ
守
山
，

F

山
崎
北
，
げ

1
4
ゆ
吋
ゆ
w
M
J
一畑山
J

九
州
併
の

他
の
も
の
之
速
断
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
設
に
い
ふ
や
一
魔
官
的
印
象
に
し
て
若
し
唱
法
漠
不
定
で
吻
る
な
ら
ば
、

一
、
、
、
、
一
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
司

う
な
異
常
仁
し
て
奇
異
な
錯
邸
%
は
是
幻
質
的
性
質
を
帯
び
一
恕
像
力
は
允
宅
自
由
に
活
動
す
る
の
で
あ
る
。
健
全
正
常

食
同
化
作
用
で
あ
る
と
い
ふ
事
が
出
来
る
o

而
宅
問
化
作
一
な
精
紳
を
有
す
る
ρ
も
の
之
雄
港
某
想
像
力
を
以
て
漠
々
食

用
で
あ
る
か
ら
乙
は
叉
初
等
の
聯
想
作
用
で
あ
る
o

之
は
…
る
雲
の
放
や
遠
山
の
不
規
則
に
重
な
っ
て
居
る
有
様
や
叉

通
常
錯
脱
却
が
前
行
ず
る
所
の
表
象
の
中
の
一
定
の
電
の
に
…
突
瓦
な
る
岩
な
ど
を
種
々
の
形
に
解
す
る
に
徴
叱
吋
叶
吻

何
等
の
論
理
的
関
係
な
し
仁
-
起
る
の
に
徴
し
て
が
も
剣
明
や
/
¥
ゆ
バ
唯
一
寸
ゆ
ゆ
。
、
吃
吋
叫
V
A
W

叫
噛
小
W
P
V
J
W

べ
す
べ
て
夜

る
の
で
あ
る
o

印
も
若
し
が
も
勢
官
的
中
枢
の
興
奮
牲
が
鴻
問
と
い
ふ
宅
の
は
錯
援
の
起
よ
ツ
易
い
時
で
あ
る
o

卒
素
幽

進
3
れ
た
結
果
と
し
て
幻
像
を
生
や
J

る
傾
向
が
作
ら
れ
、
文
護
の
あ
る
事
を
信
ホ
ノ
る
喝
の
は
暗
夜
広
石
や
樹
木
の
明
株

時
仁
正
常
な
外
界
の
四
%
官
的
刺
激
で
も
来
る
と
い
ふ
と
、
を
ば
幽
霊
と
認
め
セ
Eh--
、
木
の
葉
の
が
き
/
¥
い
ふ
一
品
目
を

設
に
錯
魔
除
起
る
の
で
あ
る
o
此
際
一
方
に
は
猿
官
的
刺
ば
悲
し
い
泣
き
墜
と
信
b
宇
ウ
ず
る
の
そ
め
る
o

此
の
吻

激
の
強
度
以
増

3
れ
、
他
方
仁
は
知
間
押
す
d

れ
セ
《
の
が
某
く
な
る
じ
就
て
述
幻
勢
の
場
合
に
於
け
る
と
同
様
仁
o

戚

皆
一
と
形
と
仁
一
於
て
允
宅
異
様
な
欣
態
に
儲
鈍
化
せ
ら
れ
る
の
恥
の
.
如
何
が
大
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
ふ
事
を
忘
れ
て
は

し
く
調
べ
て
見
る
と
先
づ
順
序
と
し
て
最
司
此
闘
に
鋭
し

い
リ
ユ

i
リ
吋
ノ
グ
の
名
に
遡
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
此
り

ユ
!
リ
ヅ
グ
は
そ
の
昔
プ
ス
人
と
共
に
西
班
牙
に
ま
で
侵

入
し
た
リ
ユ

I
ド
リ
Y

グ
と
同
様
仁
師
、
ち
僻
蘭
西
で
い
ふ

R

ド
リ
グ
と
同
様
仁
ノ
ル
マ
シ
の
名
で
あ
る
。
此
リ
ユ
ー

リ
ヅ
グ
が
首
領
に
な
つ
も
一
際
の
人
々
と
共
に
今
の
所
南

ノ
グ
プ
ロ
ツ
ド
地
方
に
移
住
し
此
地
方
一
蹴
胞
を
故
郷
の
名

露

西

亜

及

露

西

亜

人

に

図

み

て

露

一

四

亜

と

呼

ぷ

や

う

に

な

っ

北

の

で

あ

る

。

一

健
募
人
や
λ

ラ
グ
人
は
λ
カ
シ
デ
ナ
ギ
ヤ
を
指
し
て
ル
ス

康

搬

哲

士

と

一

呼

ひ

マ

居

な

の

で

あ

る

o

近
世
欧
羅
巴
の
回
大
強
図
と
い
へ
ば
英
士
口
利
、
備
蘭
西
如
何
な
る
事
情
の
下
じ
ま
た
如
何
な
る
理
由
に
よ
っ
て

組
側
迎
、
露
宵
亜
を
指
す
と
と
は
何
人
活
拒
ま
な
い
と
乙
ろ
渠
等
が
ノ
グ
ず
ロ
y
ド
の
地
方
に
務
住
ず
る
や
う
仁
な
つ

で
あ
る
o

然
る
に
此
四
つ
の
岡
名
を
検
ぺ
て
見
る
と
一
様
一
決
か
は
一
熔
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
け
れ
ど
電
少
時
ノ
後
廻

に
ノ
ル
マ
ン
人
の
名
か
ら
出
て
ほ
泊
る
乙
と
仁
策
が
付
く
。
一
し
に
し
て

3
て
一
回
の
図
良
性
が
形
成
せ
ら
れ
る
主
因
と

ま
づ
英
士
口
利
は
ア
ジ
グ
か
問
諸
よ

b
京
市
t
り
)
倣
蘭
西
は
フ
コ
一
匁
慨
す
可
き
事
に
は
菜
園
民
の
人
種
が
如
何
な
る
種
類
の

一
ア
シ
グ
の
名
よ

b
出
で
濁
遜
は
ア
ル
マ
シ
の
名
か
ら
来
て
一
唱
の
で
あ
る
か
い
ゐ
第
一
に
数
ふ
可
き
で
あ
ら
う
。
回
よ
t
ワ

昭
治
ょ
ッ
、
今
自
分
が
乙
、
に
説
か
う
と
思
ふ
露
西
亜
は
ル
ス
一
気
候
風
土
宅
大
な
る
影
響
を
血
ハ
ふ
る
に
は
遼
が
無
い
け
れ

の

名

か

ち

来

て

居

る

。

'

と

唱

到

底

前

者

に

及

A
F
可
く
が
も
無
い
。
そ
れ
か
ら
菜
園
艮

倍
長
露
西
亜
な
る
名
の
出
て
来
る
と
乙
ろ
を
今
少
し
悉
の
粧
舎
の
道
徳
や
宗
教
の
及
ぼ
寸
影
響
が
甚
だ
重
要
税
ず

阿
武
屯

雑
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-
な
ら
ぬ
。
夜
間
に
錯
援
を
起
す
-
習
の
は
戚
晴
の
枕
下
し
文

昭
弱
者
に
限
っ
て
居
る
。
思
慮
深
い
者
の
日
や
耳
に
は
錯

閣
官J

な
ど
は
決
し
て
起
ら
な
い
。
叉
策
々
聯
想
し
て
居
る
事

名
影
響
を
反
ぽ
す
の
で
あ
る
。
例
ヘ
ば
仰
れ
の
簡
に
於
て

4

被
-
幽
霊
を
信
ポ
ノ
る
唱
の
は
最
近
に
死
ん
だ
人
を
夜
間
暗
い

所

で

日

ル

る

の

で

あ

る

。

(

未

完

)

ー
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